
　戦国時代の争乱や天下統一に伴う戦争など、戦国時
代から江戸時代に至る過程は大きな時代の転換点でした。
その時代を生き抜いていくことで江戸時代の大名家や
その家臣団が成立しました。そのような大名や家臣た
ちにとって、生き残りをかけた戦いは重要な記憶とし
て伝えられ、記録として残されてきました。この展覧
会では上杉家が直接、間接に関わった代表的な合戦に
ついて、当時の史料や合戦図屏風、そして江戸時代に
おける上杉家やその家臣らの記録を展示したいと思い
ます。大画面に展開する合戦像や上杉家や家臣らが自
らのアイデンティティをどのように伝えようとしたか
に触れてみてください。（関連事業2ページに掲載）� 4/27（土）～5/12（日）�

6/15（土）～7/ 4（木）�



（東京大学史料編纂所準教授）�
�

記録�

10月5日（土）～11月24日（日）  特別展「忠臣蔵の真実－赤穂事件と米沢－（仮）」�
12月7日（土）～2月2日（日） コレクション展「ふるさとの情景　米沢」  �
2014年2月8日（土）－3月9日（日） コレクション展「国宝「上杉家文書」の世界V（仮）」�
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堀内家文書�

　堀内（江戸時代は「ほりのうち」と名乗る）家
の遠祖は、信州堀ノ内村出身で、武田氏に仕え、
のち上杉景勝に仕えた武士でした。（「堀内家略
系図」）米沢藩五代藩主上杉吉憲代の当主、堀
内直董（忠哲）より医家に転じ、以来歴代は米
沢藩医として、藩主上杉氏やその一族の治療にあ
たるなど名医を輩出しました。直董から五代目の
忠寛（忠龍、素堂）は、ドイツ人医師フーフェラ
ントの著作の一つの小児科書を、サクセがオランダ
語に翻訳したものを、弘化2年（1845）に漢訳し、
『幼幼精義』として刊行しました。これは、二篇
からなり、第一集は、小児疾病の原病論や用薬
等についての記述であり、序文は坪井信道 ,跋文
は杉田立卿（玄白の次男）、第二集は疱瘡論で、
跋文は伊東玄朴でした。また、堀内素堂は、弘
化2年（1845）、幕政批判により投獄された（蛮
社の獄）友人高野長英が獄舎の火事に乗じ脱獄し米沢に立ち寄った際、伊東昇迪とともに長英をかくまったことで知られます。長英と
昇迪は長崎で、素堂は江戸で親交がありました。�
米沢藩では、九代藩主上杉鷹山によって学館再興がなり、安永5年（1776）藩校興譲館が設立するとともに、優秀な学生若干名が
細井平洲の江戸の私塾嚶鳴館で学ぶことができる、江戸勤学の制度が整いました。この制度はやがて医学生にも広げられ、堀内忠明
（素堂の父）が杉田玄白・大槻玄沢に師事すると、江戸勤学が盛んとなり藩医の子弟に限らず、また自費でも江戸・大坂・京都・長
崎といった医学先進地への留学が活発となっていきました。�
　堀内家文書は、武士から医家に転じ、代々米沢藩主および一族の側医として勤め、米沢藩の医学に大きく貢献した堀内氏の歴史と
米沢藩の医学史を知り、それらを培った全国区の人脈も、近世後期の医学史解明に大きな意味を持つ好資料です。�

員数　堀内家文書 ３１５件　　書画 ３１件　�
時代　江戸時代～大正時代�

「手足骨節之図」（堀内家文書のうち）�
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シネマ 『グスコーブドリの伝記』上映会�

 山あり谷ありの人生を自身の“メロディー”にたとえた、米沢ゆかりの
写真家・秋山庄太郎。米沢の人 と々あたたかい交流を育みながら、数々
の名作を残しています。1990年発表の『花舞台』で、秋山庄太郎初
の映像作品の音楽を担当し、今もなお秋山写真芸術に寄り添うように
音楽を作り続けている作曲家・ピアニストの中村由利子。秋山庄太郎
ごひいきの女優・紺野美沙子。二人が美しい作品に込められたその
世界を今に蘇らせます。秋山庄太郎が愛した米沢の風景、秋山写真
芸術の原型となった1960年のパリにあなたをエスコートします。�

秋山庄太郎展記念コンサート 「音と色のあいだ」�

FC先行予約日 4/17(水)のみ　一般発売日 4/25(木)�
プレイガイド　Ｄ、Ｏ、Ｅ、Ｙ、Ａ�
※未就学児の入場はご遠慮ください。�

【出演】中村由利子（作曲家・ピアニスト）�
【特別ゲスト】紺野美沙子（女優）�

６/29(土)　18:00開演� 全席指定 一般3,000円 学生1,500円（当日各500円増）�

★ ☆ ◎�

★伝国の杜ファンクラブ会員割引あり�
☆伝国の杜ファンクラブ会員先行予約あり�
◎有料託児サービスあり（事前申込制）�
○未就学児入場可�

コンサートチケットご提示いただくと�
企画展「秋山庄太郎 写真家人生のメロディー」１回無料�

【声の出演】小栗旬、忽那汐里、林隆三、草刈民代 他�
【キャラクター原案】ますむら・ひろし（米沢市出身）�
�

７/21(日)　①13:00開演　②16:00開演�

　岩手出身の児童文学作家、宮沢賢治の童話「グスコーブドリの伝記」を
映画化し昨年公開されたアニメーション。�

☆ ○�

FC先行予約日 5/15(水)のみ�
一般発売日 5/23(木)�
プレイガイド　Ｄ�

全席自由 500円（当日800円）�
 ※１回ご覧になれます。�

 ※膝上鑑賞のお子様無料�

Jazz Cafe Live 夏 ～池田杏理with渋江光晴スーパートリオ～�

【出演】 池田杏理（Vocal）、渋江光晴（Drums）、�
　　 大村武司（Piano）、マッシュ櫻井（Bass）�
【会場】 ミュージアムカフェCulture

７/14(日)　19:00開演�

　関西を代表するシンガー池田杏理が3年ぶりに再登場。圧倒的な歌
唱力に魅了された方も多いはず。スタンダードからPOPSまで楽しすぎる
ライブパフォーマンスをどうぞお楽しみに。山形を代表するジャズドラマー・
渋江光晴がリーダーを務めます。�

☆ ◎�

FC先行予約日 5/15(水)のみ�
一般発売日 5/23(木)�
プレイガイド　Ｄ�
※未就学児の入場はご遠慮ください。�
※100席限定�

全席自由 1,000円（当日1,200円）�
 ※１ドリンク付�

※購入後は主催者の都合で公演が中止となる場合を除き、払い戻しできませんのでご注意ください。�

（1）伝国の杜で�
◇土・日・祝日を含め開館日の９時から17時まで取り扱いをしております。�
　発売初日も９時からご購入いただけます。�
◇事務室での購入か、電話予約が可能です。予約後は１週間以内に事務室で引換をするか、�
　郵便振替をお願いします。�

チケット購入方法�

（2）プレイガイドで�
◇公演ごとに決められたプレイガイドで、各店舗の営業時間内に取り扱い窓口でご購入いただけます。�
◇主催者の都合により販売期間内にプレイガイドでの取り扱いを終了する場合がありますので、�
　予めご了承ください。�

      平成25年度活動予定�
�
　４月20日 25年度稽古はじめ�
　５月４日 さくらに舞う会�
　９月８日 山形県能楽の祭典�
　12月15日 稽古おさめ会�
　２月8日 雪に舞う集い�
　３月21日 春休み発表会�

ホール催事案内 （4～10月）▼�

■ 利用料 1,000円�
■ 対　象 6か月以上から�
 小学校入学前まで�

お子さま連れでも安心♪�
ぜひご利用ください！�

※要事前申し込み�

観たい公演をあきらめなくても�
　　　　　　いいサービスがあります�

置賜を拠点に活動する「伝国の杜こども狂言
クラブ」は、米沢市内外から小中高生が参加
しています。置賜文化ホールの能舞台などで
狂言師の指導のもと、狂言や小舞をおけいこ
しています。参加ご希望の方はホールまでお
問合せください。�

�2012「グスコーブドリの伝記」製作実行委員会�
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指定席4,000円�

自由席3,000円�

学生券（自由席）1,500円�

（当日各500円増）�

FC先行予約日10/16(水)のみ�

一般発売日10/24（木）�

プレイガイド　D、O、E、Y、A�

※未就学児の入場はご遠慮ください。�

お問い合わせは伝国の杜まで�
0238-26-2666(9:00～17:00担当直通)

金子みすゞ生誕110年　ひとり芝居 『空のかあさま』�

　米沢の金剛流をはじめ、山形県内には各地に能楽の文化が受け
継がれています。毎年９月に一堂に会して発表し研さん、交流の場と
なっている本公演は、今年で10回目を迎えます。�

　女優・谷英美が自らのライフワークと称する、金子みすゞ を描いた、
ひとり芝居「空のかあさま」。八十編あまりの詩で生涯を綴る異色作。
初演から14年目、また金子みすゞ の生誕110周年を迎える今年、米沢
で初の上演。この機会をお見逃しなく!�
　童謡の興隆期に華 し々いデビューを飾り、大正ロマンを太く短く駆
け抜けた金子みすゞ 。同じ時代を生きた、竹久夢二の企画展と併せ
てお楽しみ下さい。�

おきたまの秋空に響け！吹奏楽の日コンサート2013

【出演】置賜地区吹奏楽連盟加盟団体および�
　　　　参加意思のある置賜地区内の団体�
　　　　（期限までに申込が必要。8月中旬締切予定。）�

　11回目となる毎年恒
例のコンサート。小中
高校の吹奏楽部や社
会人バンドに所属する
アマチュア楽器族が
一堂に集い秋空にむ
かってサウンドを響か
せます。�

Ｄ伝国の杜、Ｏ大沼米沢店、Ｅイオン米沢店�
Ｙ米沢楽器店、Ａ音楽アズム舘�

コンサートチケットご提示いただくと企画展「大正百年の浪漫�
夢二の夢 －竹久夢二の生涯－」割引�

FC先行予約日 5/22(水)のみ　一般発売日 5/30(木)�
プレイガイド　Ｄ、Ｏ、Ｅ�
※未就学児の入場はご遠慮ください。�

８/９(金)　18:30開演� 全席自由　前売1,500円　当日2,000円�
　　　　　※学生は学生証提示で無料となります�

★ ☆ ◎�

【出演】谷口英美�
　　　（女優、『アローン・シアター』主宰）�

第10回記念　平成25年度山形県能楽の祭典�

・・・・・・・・・・・・・入場無料（お気軽にご来場ください）・・・・・・・・・・�

10:00開演予定�

【出演】県内各流の能楽愛好団体�
　　　　伝国の杜こども狂言クラブ�

９/８(日)

　平成13年、伝国の杜が開館した年に、

能楽は世界無形遺産となりました。しかし、

かつて能楽がカラオケ同様に庶民の娯楽

だった時代と比べると、おそらく今は歌詞

がまるで外国語のように難解に感じられる

ようになったのでしょう。�

　10回目を数える今年は、能楽を楽しむた

めのちょっとしたコツと基本的な知識を知っ

ていただけるよう、ご来場の方にオリジナル

しおりを差し上げます。ご期待ください。�

10/６(日)　10:00開演予定�

※掲載の内容は追加・変更となる場合があります。�

・落語公演　　　　�
・Jazz Cafe Live ～秋～�
・お豆腐狂言～茂山家の笑い�
・若手音楽家支援事業�
・親子でたのしむクラシック�
・能楽アウトリーチ�
 「届けます。能楽堂」�

その他事業も�
続々開催決定！�

平成26年1月19日（日）16:00開演�
出演：飯森範親（指揮）、山形交響楽団�
プログラム：J.シュトラウスⅡ「こうもり」序曲�
スッペ「詩人と農夫」序曲�
フンバーティンク「ヘンゼルとグレーテル」序曲�
ビゼー「カルメン」第３幕 間奏曲�
オッフェンバック「天国と地獄」序曲　など�
�

下半期の事業から�PICK UP
山形交響楽団�

ユアタウンコンサート�
米沢公演�

―珠玉のオペラ序曲・間奏曲集―�
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　展覧会のオープン初日、山
形国画会絵画部の皆さんがご
自身の作品の解説をしてくだ
さいました。制作背景や技法
について制作者の生の声を聞
く貴重な機会となり、会場の
皆さんは興味深く作品に見入
っていました。�

　身近なところに文化の風を
届けるのがアウトリーチ。今
回は日本の伝統芸能である能
楽に使われる楽器を持ってプ
ロの先生たちと2校にお出か
け。好奇心旺盛な子どもたち
の生き生きした笑顔がはじけ
ました。�

　置賜ゆかりの若手音楽家が
審査を経てデビュー。フルート
鈴木芽玖さん、ピアノ栗原ふ
みかさん、作曲家鈴木崇さん
が山響の音楽監督・飯森範
親氏進行のもと、腕前を披露。
3人の門出に地元のお客様の
温かい拍手が印象的でした。�
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おいかけ�のぼる�

（錦心流琵琶奏者）�
�

庭のつくばいでは手や口の清めかたを教え
てくれます。茶室の雰囲気をお楽しみくだ
さい。�

伝国の杜�
サポーター連携�

平成25年6月1日（土）～6月17日（月）�
休館日：毎週火曜日�
9:00～17:00（入館は16:30まで)入場無料�
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5/4（土）能狂言　さくらに舞う会�

4

平成２５年度山形県能楽の祭典�

秋山庄太郎展記念コンサート�
「音と色のあいだ」�

－合戦図屏風と上杉の記録と－�

　左下には「一服一銭」と呼ばれる、風炉と茶釜、水を入れた桶、茶道具を持って
振り売りする茶屋の様子が描かれています。右側には祇園の御旅所である大政所の
鳥居が見え、黒い傘をかぶった二人の巡礼が見えます。巡礼は信仰のために聖地や
霊場を巡り歩きました。�

■発行/米沢市上杉博物館 置賜文化ホール■編集/公益財団法人 米沢上杉文化振興財団■発行日/平成２５年３月■印刷/㈲富士印刷�


